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コラム

▼
は
じ
め
に

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」（
エ
ス
・
デ

ィ
・
ジ
ー
ズ
）
は
、
日
本
語

で
は
「
持
続
可
能
な
開
発
目

標
」
と
さ
れ
、
こ
の
略
語
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
今
回

が
初
回
の
連
載
コ
ラ
ム
に

は
、
こ
れ
に
関
連
づ
け
て

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
」
を
冠
す
る
こ
と

に
し
た
。
冒
頭
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
」
と
異
な
る
の
は
、
最
後

の
Ｓ
が
大
文
字
で
あ
る
こ

と
。
小
文
字
の
ｓ
は
複
数
形

で
あ
る
が
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
」

は
、
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
ｔ
ｙ　

Ｄ
ｏ

ｍ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ 

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ 

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
の
頭
文
字

で
、
そ
れ
は
表
題
に
掲
げ
た

よ
う
に
「
安
全
な
国
産
グ
リ

ー
ン
社
会
」
と
し
て
、
筆
者

が
考
え
た
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
は
、
日
本
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
」
に
合
致
す
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
副
題
に
あ
る
「
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
呼
び

方
は
海
外
で
は
レ
ア
で
、

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

の
方
が
普
通
で
あ
っ
た
が
、

日
本
で
は
「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
の
ほ
か
、「
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
呼
び
方

も
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し

最
近
で
は
、「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
が
主
流
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
「
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
か
ら
「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
へ
の
転
換
に

は
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な

背
景
が
あ
っ
た
。

▼
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

　
と
は
？

周
知
の
よ
う
に
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
あ
る
い
は
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
、
同
類
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
で
あ
る
。
わ
が
国

で
は
、
法
律
に
よ
っ
て
「
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
定
義
を
与

え
て
、
政
策
や
政
治
が
行
わ

れ
て
き
た
。
が
、
２
０
２
４

年
に
法
律
改
正
、
も
は
や
政

府
の
Ｈ
Ｐ
に
も
、
そ
の
定
義

は
掲
げ
ら
れ
て
は
い
な
い
。

関
西
電
力
の
Ｈ
Ｐ
に
は
、
Ｑ

＆
Ａ
と
し
て
い
ま
も
掲
載
さ

れ
て
い
る
【
左
欄
参
照
】。

▼
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
へ
の
転
換

平
成
24
年
７
月
１
日
、

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
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に
関
す
る

特
別
措
置
法
施
行
令
」
が
施

行
、「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
か

ら
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
に
転
換
さ
れ
た
。
そ
の

根
拠
は
、
政
令
の
「
電
気
事

業
者
に
よ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
の
利
用
に
関
す
る
特
別

措
置
法
施
行
令
」
が
廃
止
さ

れ
た
こ
と
に
あ
る
。
結
果
、

公
式
文
書
で
の
「
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
と
い
う
言
葉
の
使
用

が
な
く
な
っ
た
。
例
え
ば
、

『
エ
ネ
ル
ギ
ー
白
書
』
の
な

か
で
も
、「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
が
用
い
ら
れ
、
ま

た
「
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社

会
」
や
「
新
エ
ネ
社
会
」
と

し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
明

示
せ
ず
、
新
し
さ
を
強
調
す

る
と
き
に
、
用
い
ら
れ
て
い

る
。

▼
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

　
定
義
と
種
類

新
ら
た
に
制
定
さ
れ
た

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電

気
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」
で
は
、
そ
の

目
的
と
定
義
、
ま
た
種
類
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
規
定

さ
れ
て
い
る
（
傍
点
は
筆
者

が
追
記
。
略
図
も
参
照
）。

第
一
条　

こ
の
法
律
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
再

生
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エ
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を
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鑑
み
、
再
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エ
ネ
ル

ギ
ー
電
気
の
市
場
取
引
な

ど
に
よ
る
供
給
を
促
進
す

る
た
め
の
交
付
金
そ
の
他

の
特
別
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
に
よ
り
、
電
気
に
つ

い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し

て
の
再
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可
能
エ
ネ
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ギ

ー
源
の
利
用
を
促
進
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、

も
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第
二
条　

こ
の
法
律
に
お
い

て
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可
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エ
ネ
ル
ギ

0

0

0

0

0

0

0

0

ー
電
気

0

0

0

」
と
は
、
再
生
可

0

0

0

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
用
い
て
再
生
可
能
エ
ネ

0

0

0

0

0

0

ル
ギ
ー
源

0

0

0

0

を
変
換
し
て
得

ら
れ
る
電
気
を
い
う
。

２　

こ
の
法
律
に
お
い
て

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
」
と
は
、
再
生

３　

こ
の
法
律
に
お
い
て

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
い
う
。

一
　
太
陽
光

二
　
風
力

三
　
水
力

四
　
地
熱

五
　
バ
イ
オ
マ
ス
（
動
植
物

に
由
来
す
る
有
機
物
で
あ
っ

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

（
原
油
、
石
油
ガ
ス
、
可
燃

性
天
然
ガ
ス
及
び
石
炭
並
び

に
こ
れ
ら
か
ら
製
造
さ
れ
る

製
品
を
除
く
。）
を
い
う
。

第
九
条
第
五
項
及
び
第
七
項

に
お
い
て
同
じ
。）

六　

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の

の
ほ
か
、
原
油
、
石
油
ガ

ス
、
可
燃
性
天
然
ガ
ス
及
び

石
炭
並
び
に
こ
れ
ら
か
ら
製

造
さ
れ
る
製
品
以
外
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
の
う
ち
、
電
気
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
永
続

的
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気

再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

◆太陽光
◆風力
◆水力
◆地熱

◆バイオマス

再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
源

特別措置法による再生可能
エネルギーにういての規定

関西電力による「新エネルギー」の定義
＊関西電力HPから転載

https://www.kepco.co.jp/siteinfo/faq/new_ener
gy/9098945_10603.html

Ｑ　新エネルギーとは何ですか？

Ａ　新エネルギーは、オイルショックなどによる石油等

の価格高騰や地球温暖化防止を背景に、『非化石エネル

ギーのうち、技術的には実用段階であるが経済的な理由

から普及が十分に進んでおらず、利用促進を図るべきエ

ネルギー源』として分類されるもので、太陽光発電や風

力発電などが新エネルギーにあたります。

日本では、平成9年4月施行の「新エネルギー利用等の促

進に関する特別措置法」および「同施行令」において、

定義および具体的な種類が規定されています。

・法における定義：非化石エネルギーのうち、経済性の

面における制約から普及が十分でないものであって、そ

の促進を図ることが非化石エネルギーの導入を図るため

特に必要なもの（法第2条）

・具体的な種類：（1）バイオマス（動植物に由来する有機

物）を原材料とする燃料製造、（2）バイオマス（動植物に

由来する有機物）熱利用、（3）太陽熱利用、（4）河川水な

どを熱源とする温度差熱利用、（5）雪氷熱利用、（6）バイ

オマス（動植物に由来する有機物）発電、（7）地熱発電（バ

イナリー発電）、（8）風力発電、（9）水力発電（出力

1,000kW以下）、（10）太陽光発電　の10種類（施行令第1

条）

大規模な出力の水力発電やフラッシュ式の地熱発電は、

経済性が成立する発電技術であることから、また、波力

発電や潮流発電、海洋温度差発電などは、技術的には研

究開発段階にあることから、新エネルギーからは対象外

とされています。

一方、最近、よく使われる用語で「再生可能エネルギ

ー」があります。広義の意味では、石油や石炭、天然ガ

スといった有限な資源である化石エネルギーとは違い、

太陽光や風力、地熱といった地球資源の一部など自然界

に常に存在するエネルギーのことで、新エネルギーは再

生可能エネルギーの中に含まれる位置づけになります。

る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と

し
て
政
令
で
定
め
る
も
の

▼
お
わ
り
に

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
が
、
わ
が
国
で
も
正

式
に
規
定
さ
れ
、
利
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
筆

者
は
、
以
前
、
こ
れ
を

「
可
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

と
中
国
語
風
に
呼
び
短
め

に
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、

世
間
で
は
「
再
エ
ネ
」

と
、
さ
ら
に
短
く
呼
ん
で

い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
の
構
築

の
た
め
、
Ｇ
Ｘ
で
の
主
力

電
気
と
す
る
よ
う
に
、
社

会
受
容
性
を
高
め
た
い
。

大阪ガス／三菱重工／日本IBM

合成メタンのサプライチェーン
CO2排出量可視化と

環境価値移転を可能とする
デジタルプラットフォーム構築

メタネーションにより製造される合成メタン「e-メタン」は、水素活用と排出CO2利活用（カーボンリサイクル）を
一手に進めることのできる技術として注目を集めている。今般、e-メタンのサプライチェーン全体で発生するCO2排出量を
可視化し、環境価値の取引・移転を可能とするデジタルプラットフォーム（DPF）の構築に向けた取り組みが本格的に始動
した。
同DPFは、三菱重工と日本IBMが開発したCO2流通可視化DPF「CO2NNEX（コネックス）」をベースとしている。ここに

大阪ガスも加わり、今般、DPFのデモシステムが構築されている。
e-メタンは実用の際には、都市ガス導管内で天然ガスと混合した状態となることが想定されていることから、共通

プラットフォームにより生産地などの属性情報を需要家に対して提供することで、環境価値だけを切り出して取引・
移転しやすくする。
今回構築されたPDFデモシステムでも、各プラントで製造されたe-メタン・天然ガスが需要家に供給される過程に

おいてCO2排出量が可視化できる機能が実装されている。また、e-メタンの環境価値の取引を想定し、事業者毎の環
境価値残高の表示や、取引の依頼・承認を行う機能も搭載されている。

◆ 第19回 ス マ ー ト エ ネ ル ギ ー
Week【春】（第19回FC EXPO[春
]2023 ／ 第16回PV EXPO[春
]2023 ／第14回［国際］二次電
池展[春] ／第13回［国際］スマ
ー ト グ リ ッ ドEXPO[春] ／ 第11
回WIND EXPO[春]2023 ／ 第8回

［国際］バイオマス展[春] ／第7
回 ゼ ロ エ ミ ッ シ ョ ン 火 力 発 電
EXPO[春]）
会期：2023年3月15日（水）～ 17
日（金）▷会場：東京ビッグサイ
ト（東京都江東区有明3丁目11-1）
▷入場料：招待券（事前請求無
料）持参の場合無料／招待券がな
い場合は5,000円▷主催：RXジャ
パン/問合せ：【出展に関して】
03-3349-8576 ／【来場に関し
て】03-6629-9763

●英国洋上風力発電 オンラインセミナ
ー（パネルディスカッション）
会期：2023年3月7日（火）▷開催時間：
（日本時間）17:00 ～ 18：30（ライブ開
催）▷対象：洋上風力関連企業・団
体・報道・政府関係者のみ▷開催方

式：オンライン（Zoom）▷参加費：無
料（事前申込制）▷主催：駐日英国大
使館 国際通商部

●国際シンポジウム「REvision2023」
エネルギー危機を自然エネルギーが
克服する
会期：2023年3月8日（水）▷開催方式：
実地もしくはオンライン（Zoom）の選
択制▷開催時間：【シンポジウム】
10:00 ～ 17:45 ／【名刺・情報交換
会】プログラム終了後、会場来場者
対象▷会場：イイノホール（東京都千
代田区内幸町2-1-1 飯野ビルディン
グ4階）▷参加費：無料（事前申込制）
円▷主催：公益財団法人自然エネル
ギー財団/詳細・申込み・問合せ：ht
tps://www.renewable-ei.org/activi
ties/events/20230308.php

● F l o a t i n g  O f f s h o r e  W i n d  A s i a
（FOWA、アジア浮体式洋上風力発電

シンポジウム）
会期：2023年3月9日（木）・10（金）▷
開 催 時 間：《9日 》13：00 ～ 17：30
／《10日》9：30 ～ 17：30▷開催方
式：会場＆オンライン▷会場：丸ビ
ル ホール＆コンファレンススクエア
7F（東京都千代田区丸の内2丁目4-1）
▷主催：一般社団法人再生可能エネ
ルギー長期安定電源推進協会（REASP）

▷共催：World Forum Offshore Wind
(WFO)/詳細・申込み・問合せ：htt
ps://reasp.or.jp/fowa2023/

●【福島県再エネ研究会】令和4年度 第
3回太陽光分科会「太陽光発電と地域
共生」
会期：2023年3月13日（月）▷開催時
間：13：00 ～ 17：35▷開催方式：オ
ンライン（Teams）▷参加費：無料（事
前申込制）▷詳細・申込み・問合せ：
024-963-0121（エネルギー・エージェ
ンシーふくしま）

●日独洋上風力産業フォーラム・商談
会
会期：2023年3月13日（月）▷開催時
間：17：30（日本時間）▷会場：AP新
橋 4階 Room D（東京都港区新橋1-12-
9 新橋プレイス）▷参加費：無料（事
前申込制） ＊日英同時通訳あり（商談
会も通訳者の同席可能）▷主催：日独
エネルギーパートナーシップ/詳細・
申 込 み・ 問 合 せ：https://japan.
ahk.de/jp/events/aktuelle-
veranstaltungen/event-details/
german-japanese-offshore-wind-
industry-forum-b2b-matching
●「スマートシティリファレンスア
ーキテクチャ」シンポジウム ～スマ
ートシティの社会実装に向けて～

会期：2023年3月15日（水）▷開催時
間：13:30 ～ 17：00▷開催方式：オ
ンライン（Zoom）▷参加費：無料（事前
登録制）▷主催：内閣府／国立研究開
発法人新エネルギー・産業技術総合
開発機構（NEDO）/詳細・参加申込・問
合せ：https://cu-nri.zoom.us/webi
nar/register/WN_c998MocJSrOL9w2pc
M5POA

●LCA 活用推進コンソーシアム 公開講
演会・成果報告会 ～バリューチェー
ン全体でのカーボンニュートラルに
向けたLCAの今後の展望～
会期：2023年3月16日（木）▷開催時
間：14:00 ～ 17：15▷開催方式：会
場＆オンライン▷参加費：無料（事前
登録制）▷主催：国立研究開発法人産
業技術総合研究所／ LCA活用推進コ
ンソーシアム事務局▷共催：日本経
済新聞社/詳細・参加申込・問合せ：
ht t p s : / / e v e n t s . n i k k e i . c o .
jp/56280/

●2023J-PITA会員交流会
会期：2023年3月16日（木）▷開催時
間：13:00 ～ 16:30▷会場：TFTビル
東館9F 研修室908（東京都江東区有明
3丁目6-11TFTビル）▷入場料：無料
（事前申込制3/9締切）▷詳細・申込・
問合せ：075-746-6234（日本太陽光発

電検査技術協会）
●【福島県再エネ研究会】令和4年度 第

3回風力分科会（視察）
会期：2023年3月22日（水）・23日（木）
▷集合場所：①郡山駅西口（7：50集
合）／②福島県ハイテクプラザ（8：15
集合）▷視察行程：《22日》出発8:00
～秋田湾洋上WF視察15:00 ～ 16:30
～秋田駅17：00 ／《23日》秋田駅出
発9:00 ～秋田潟上WF視察9:30-10:30
～秋田港セリオン10:45-11:45 ～郡
山駅解散18:00 ＊宿泊施設は各自手
配（秋田駅東口解散・集合）▷移動方
法：大型バス▷視察先等：①秋田湾
洋上風力発電所（AOW未来館＠秋田洋
上風力発電）／②秋田潟上ウィンドフ
ァーム視察（ウェンティ・ジャパン）、
道の駅セリオン（秋田湾を一望するタ
ワー展望台、昼食）▷参加費：4,000
円（食事代・宿泊代は各自負担）▷申
込み方法：エネルギー・エージェン
シーふくしまHPの再エネ研究会会員
専用ページから ＊再エネ研究会未加
入者は研究会に加入の上で参加申込
書をメールにより事務局送付▷詳細・
問合せ：024-963-0121（エネルギー・
エージェンシーふくしま）

新エネルギー関連
イベントカレンダー（3月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会
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